
 

 

 

 

 

 

小中一貫の新しい教育を目指して⑤ 

学校全体で子どもを見守る ～新たな相談週間～ 

子どもの心のよりどころを増やし、学校がより安心できる環境になることを願い、今年度から新

しい取組に挑戦しています。その一つが今週から始まった新たな相談週間です。今までは主に

学級担任が行ってきた児童との個別相談を、担任以外の先生とも話すことができるようにします。 

一人４分程度の短い時間ですが、この時間に問題を

解決するのではなく、今回の相談をきっかけにして悩みを

抱えたときにＳＯＳが出せる相手をつくることがこの取組の

ねらいです。学級担任はもちろん、さらに相談相手がふえ

ることは子どもの安心感につながります。子どものＳＯＳをい

ち早くキャッチすることで、いじめ見逃しをなくし、不登校の

未然防止に努めます。  
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（文責：宮下） 

昨日配布された「家庭読書の日」アンケートにご協力ください 

「家庭読書の日」の実態を把握し、今後の読書教育のあり方を考えるために行っているアンケート

です。趣旨をご理解いただきご協力のほどよろしくお願いいたします。締切は 11月 22日（金）です。 

９月に募集を始めた地域ボランティアに多くのご

協力をいただき感謝いたします。以前から行われてい

たミシンボランティアや読書ボランティア以外にも、

給食ボランティア、サポートルームボランティアなど

が始まりました。 

また新たに右のような「お悩み相談」のボランティ

アのご提案をいただきました。これは保護者の皆様に

もご利用いただけます。今回は相談週間に合わせて

11月 20日（水）9:00～15:00にお越しいただきます。

ご利用を希望する方は職員室で教頭か校長にお声が

けください。 


